
  
 

 

農林水産部農政畜産課 

事業費：24,000 千円 

 

霧島茶生産経営継続支援事業 

 
近年、緑茶の国内消費量は低迷しており、さらに新型コロナウイルス感染症の影響でイベントでの消費等が見込めず、

令和２年度の一番茶の市場価格は過去最悪となった。 
このままでは、二番茶の市場価格の下落はさらに顕著となり、生産コストを下回ることが予想されるため、令和２年

産の二番茶・三番茶の生産抑制を行うことによって、全体的な市場価格の適正化に寄与する。 
生産抑制のための茶園更新作業は、次年度の一番茶の生育にも良い影響を与えることから、生産抑制を行った茶園に

対し補助金を交付し、生産者の経営継続の支援と霧島茶の品質向上を図る。 
 

 
１ 対象者 

  市内で茶を生産する農業者 

  市内に住所を有し市税の滞納

がない者 

 

２ 交付要件 

  令和２年産の二番茶三番茶に

おいて生産抑制を行うこと 

 

事業の概要 

 
１ 令和２年産の二番茶、三番茶の生産抑制を行った茶園に対し、その面積に

応じて補助金を交付 
 
２ 交付単価は 6,000 円／10a。対象面積は最大 400ha。 

※ 交付単価の根拠 

抑制のための茶園更新作業料金：12,000 円/10a × 補助率：50％ 

 
 

対象者・交付要件 事業の内容 


